
➀　時空を旅する 『歴史から見る源氏物語』

― 紫式部をはじめ、藤原道長、藤原彰子について解説します―

■日  時 1月11日 2月8日 3月14日 木曜日 午前１０時１５分～１１時４５分

■講  師 菅原美文 城郭・歴史研究家

■受講料 1,500円（３回分 一括徴収） ■会場 市民センター本館 401室 ■定員 100名

②　日本の近現代史 『近現代日本における地域社会の成り立ち』

― 近代日本の市町村成立　～　 戦後の自治体再編とその後の課題―

■日  時 2月5日 3月4日 月曜日 午前１０時～１１時３０分

■講  師 河島　真 神戸女学院大学文学部　教授

■受講料 1,000円（２回分 一括徴収） ■会場 市民センター本館 401室 ■定員 100名

③日本の近現代文学 『関西文化に育まれた文学』

　～ 今東光、堀辰雄など同時代の４人が描いた絵画的文学世界 ～

■日  時 2月26日 3月11日 月曜日 午後２時～３時３０分

■講  師 箕野聡子 神戸海星女子学院大学 現代人間学部　教授

■受講料 1,000円（２回分 一括徴収） ■会場 市民センター本館 401室 ■定員 100名

④　 日本美術の魅力 『日本美術に描かれた女性たち』

　～ 浮世絵の「美人画」から近代の「女性像」へ ～

■日  時 1月19日 3月1日 金曜日 午後２時～３時３０分

■講  師 菅原真弓 大阪公立大学 文学研究科　教授　

■受講料 1,000円（２回分 一括徴収） ■会場 市民センター本館 401室 ■定員 100名

⑤ 芦屋の歴史 学芸員と探る芦屋の歴史

 — 学芸員が、日々、取り組んでいる調査・研究成果をお話します —

■日  時 1月25日 2月22日 木曜日 午後２時～３時３０分

■講  師 竹村忠洋　 　教育委員会 学芸員 森山由香里　 　教育委員会 学芸員

■受講料 1,000円（２回分 一括徴収） ■会場 市民センター本館 401室 ■定員 100名

　＜申込み方法＞　 下記の何れかでお申し込みください。

　１２月１5日（金）までにお申込みください。 応募多数の場合は、芦屋市民優先で抽選を行います。

　１２月１５日までに定員に達していない場合は、１６日以降も先着順で受け付けます。

　■申込フォーム　　 12月1日以降に申込フォーム から申込みください。（現在は11月の追加募集）　➡

　　  入力後に「2023冬の公民館・・・ありがとうございます」のメールが届けば入力はＯＫです。

　■メール

　　　スマホやパソコンのメールで、　「１ 氏名、２ 電話番号、３ 住所、４講座名（複数可）」　を入力し、

　　　送信してください。　 送信先 ： ashiyagawa.c@gmail.com

　　　　※申込フォーム、メールによる申込の場合、12月16日に抽選を行い、1週間以内に抽選結果をメールでお送りします。

　■往復ハガキ

　　　＜往信ハガキ ＞　　宛先：〒659-0068 芦屋市業平町8-24　芦屋市公民館 公民館講座係　　  裏面は記入不要

　　　＜返信ハガキ 表面＞　郵便番号、住所、氏名 をお書きください。

　　　＜返信ハガキ 裏面＞　　別紙 「公民館講座のお申し込み方法の一部変更について」 をご覧ください

　　　　※はがきは、各自でご用意ください。 　＜主 催 ＞芦屋市立公民館 （℡ 0797-35-0700）

令和５年度　冬の公民館講座  　


